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「児童の学ぴたい」 を生み出す算数の授業設計
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論 文 概 要

本研究では、 小学校5年生の算数科の 「整数の性質」 について 「児童の学ぴたい」 を引き出すよう

授業設計を行い、 授業実践による児童の変容の様相にっいて記述しヽ 考察するこどを目的どした。 ーCT
活用による問題提示、 ミニポ】 ドによる話し合いを通して、 児童の算数ヘの苦手意識を軽減し、 算数

科の授業を楽し〈学習する様子が見られた。 数学的な概念の更新や本質的な問いをもり児童の姿が見

られるなど、 一定の成果があったど考えられる。 しかしヽ 本研究は授業者が授業映像や児童のノート

を基に、 主観的に振り返ったものであることなど、 分析方法に課題がある。 今後、 複数の参観者や研

究者ど の対話的リ フ レク ショ ンな ど、 研究の客観′性を高めるよ う に していき たい。

キーワード: /jヽ鞭算数科、 主体的・対話的で深い学びヽ アクティプ・ ーーニング、 ーCTの活用

ー. 研究の背景と 目 的

(1) アクテイブ・ラーニング

。ECD提唱のキー・コンピテンシーの育成が叫ばれ、 アクティブ・ラーニングが注目されている。 「教

師が教える尋児童が主体的に学ぶ」 のパラダイム転換が要旨である (生田ら 20ー6)。 中央教育審議会

初等 中等教育分科会教育課程部会の総則 ・ 評価特別部会 〈文部科学省 20ー6) では、 ア ク テ イ ブ ・ ラー

ニングの三りの視点 「深し ̀ 学び」 「対話的な学ぴ」 「主体的な学び」 に基づ < 授業改善の意義が述べ ら

れてし ヽ る。 「『対話的な学び』 や 『主体的な学ぴ』 はその趣旨が教禾斗共通で理解でき る視点である のに

対してヽ 『深い学び』 の在り方霧ま各教科の特′性に応じて示される必`要があり」 どありヽ 教科の特性に心

じた授業改善に関する実践例の蓄積の必要′性が述べ られている (文部科鞘` 2016 p. 2)。
資質 - 能力の育成のために重視すべき算数 ・ 数学の評価の在 り 方にっいては、 「 日 常の事象を数理的

にどらえ見通しをもち筋道を立てて考察する力、 基礎的・基本的な数量ゃ図汗彡などの^性質を見いブごし
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統合的 ・ 発展的に考察する力を身に付けている。 数学的な表現を用いて事象を簡潔 ・ 明瞭 ・ 的確に表

した り 柔軟に表 した り する力を身に付けている。」 (文部科学省 20ー6 p. 1) と されてお り 、 「深い学び」

と して考察する力や数学的な表現を駆使する力が鱒ヽ要と されている こ と がわかる。

(2) 算数 ・ 数学の問題発見 ・ 解決の過程

学習指導要令頁角牢説算数編 (引用) では、 算数 ・ 数学の学習過程のイ メ ージを提示 している (図 ー)。
二っの学習過程を示唆 している。 「日 常生活や子土会の事象を数理的に捉え、 数学的に処理し、 問題を解

決する こ と ができ る。」 (引用) と ある よ 5 にヽ 現実の世界と算数 ・ 数学の学習を結び(寸ける学習過程

を重視 している。 「数学の事象にっいて統合的 ・ 発展的に考え、 問題を角早決する こ と ができ る。」 と あ

る よ 5 に数学の世界で完結する学習過程であ る。 し ヽ ずれの学習過程におし ヽ て も児童が主体的に手ぶ こ

と が重要視されている。

(3) 省察する教師

教師が 自 ら 自 分の授業を省察 (零睾本 ー998) する こ と の重要性が示 されてし ヽ る。

秋田 (1997) はヽ 「A Model of  Pedagog ica l  Reasoning and Action (Shuーmanー987)」 を 「教える こ と の

推理と思考過程のモデル」 に整理している。 神野藤(20ー7)は、 同モデルに基づき、 小学校の授業設計

を整理 し、 FA. 教不オの理解」 「B_ 翻案過程」 「C・ 授業の実施」 「D 内省 ・ 省察過程」 FE. 理角軍の深化」 の 5
っのカテ ゴ` リ } と 幾りかのサブカテゴ リ 一に分かれた (図 2)。
本研究では、 図 2 の授業設計モデ丿レに基づき、 小学校 5 年生の算数科の 「整数の性質」 に〇いて 「児

童の学びたし ヽ 」 を引 き 出すよ 5 授業設計を行っ た。 授業†毒想の意図 と 、 授業実践に よ る児童の変容の

様不目にっいて記述 し、 考察する こ と を本研究の 目 的 とする。
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結果 C.  授業の実施
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鸞生活剛{ ニ`合・・二~、 』 ニ ,ヽ,、、数塁的に処寝し燗醸を疇決することがで雷る” 数干の蕎菫峯墓彗夫喜筐こ襄壽璧嚢 考え D. 子供に対する 評価 と 内省 ・ 音 察過程
事象を数理的に捉え、 数学の問題を見いだし` 問題を自立的、協働的に解決することができる_ ①教師視点の授業録画停よ る} フ_レぎ シ ョ ン

図 ー 算数 ・ 数学の学習過程のイ メ ージ 図 2 小学校授業設計モデル2. 授業構想

{′ ・ ′縄ブ〝

(1) 授業対象

小学校 5 年算数科 「整数の性質」 の授業設計を行りた。 児童は小学校 5 年生 36 名。 授業設計者であ

り 授業者であ る筆者は教員経験 17 年 (附属小学校 8 年ヽ 公立小学校 9 年) である。

(2) 教木オの分析

まずヽ 学習指導横領解説等に よ る 目 標 と 内容の分析を行つ た。

(1) 整数の濫萱及 び整数の樟成/ご蘭わろ数学的涯動凄遍 し て` 沈の壽項蕾身/ご付げる ご どができ る よ 萱措
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導する。
ア 沈のよ 實泰知識友 び技謄蕾身ん’/7‘/)‘5: 5
(アノ 整数は 観甫を洗める と偶数と /ご類茨/される ご 5 を荊る ご と。(イノ 約数 儒数/ごっレ ̀ て荊るご と。
イ 沈のよ フ巻患考方 判断方 表騙力竿蕾身ん’/7‘/7‘5: 5
(7’) 75255203555555155%575'565fi/5’l/7’5fi2755275 夕` 数の樺成/ごついて考蔡し

た 夕 する 5 5 ろに、 圖嵩生涯/ご生凌】ずごど(1) 内容の 凪数と 言芳草ノ の (1) のアのイにっ没 ゝ て/ま` 暴大塗ヽ約数や暴/ᵆ ` 込ヽ儚数監形式約/ご求めるご とに

偏るご とな《 呉倣瞰な揚面ん*互〝して坂夕扱ラ ろのとずる。

ぞノ上 め学茂学習療淳要領 (2017) よ夕豆/房丿

小学校学習指導要領 (引用)( V」よ る と、 本単元( こ関わる記述 は上記の通 り である。 この文章から以

下のよ 7 こ^析した。 観点を決めて整数を類別する仕方を考えた り、 数の構成忽 こりいて考察した り す

る と と もに」、 日 常生活に」生カゝす肋力を身( こ付けさせるこ と が本単元の主要な 目標である。 児童の整数

叫生質や整数の構成への理解を 深めるよ う にするこ とが重要であるこ とが分かる。 内容の取扱いに

5 よ 7 こ、 最大公約数や最小公イ音数を形式的壷 こ求める'」 と こ偏る~」 と な く、 目六体的な場面壷 こ即 して指

導してい〈 こ と が大切である。 形式捌 こ指導する と、 必要感のある学習に」な り づらいこ と が予想 され

る。 生活場面など、 児童に とって目 体的な場面の中から、 整数の関係を抽出 して考えていく よ 7 な学

習が望ま しい。

次にヽ 検定済みの6社の教禾斗書を分析した。 全ての教禾斗書がヽ 「偶数・奇数」 「公イ音数」 「公約数」 「ま

と め」 の 4 〇に〈かれていた。 指導順も全て同様であった。 「公倍数」 の指導は、 「倍数」 「公倍数」 の

順に配列され、 「公約数」 の指導は 「約数」 「公約数」 順に配列されている。 従っ て、 単元の学習は

基本的に 「偶数 ・ 奇数」 「公イ音数」 「公約数」 「ま と め」 の順に指導すべき である こ と が示唆された。

次に、 子習の階層性にっいて吟味した。 本単元は、 整数 乗椰“ 幟の“
への理角牢を深める単元である。整数の包含関係を整理して 意味と計算“ 意味と計算縄

いく こ とが^`ヽ要となる。 整数、 小数、 分数はそれぞれ別の

ものと して導入するが、 整数5 を小数5 0、 ′ヽ数 5/1 と見
5 :  5 で、 整数を小数や′ ヽ数で表現でき るこ と こ氣付〈。

なお、 ここでは整数、 小数、 分数はそれぞれ別の集合とみ

なす。 「整数は、 小数ゃ分数の一部に対応する。 (片桐 2012 図 3 整数に関わる学習階層

p .  52)」 のである。 例え ば整数3 は小数 3 .0  と対応する。 「整数はヽ 大きさを変えないでヽ 小数点以下

の小数ゃ、 ′ヽ母が ー の ′ヽ数で表せる。 (片桐 2012 p. 52)」 逆に、 小数、 分数の中で整数では表せない

ものがあるので、 「整数は 、 小数や分数の一訓 こ対応する (片桐 2012 p. 52」 が言え~ 。小数と′ヽ数の

関係を見ていく と、 「小数 ま〈数に」直せるが、 〈数の中に は小数に 直せないものがある。 (片桐 2012
p_ 52)」 から、 分数の方が大きい集合である。 有限小数や無限小数が登場して〈 る と、 関係性は変化す

る。

以上にっいて、 学習の階層性を図3のようにまとめた。 乗法の系列の先に倍数と公倍数があり、 除

法の系列の先に約数と公約数がある。 約数の導入の後に、 特殊なものとして素数が導入される。 これ
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らは全て整数のしく みにっいての学習で、 偶数と奇数といった整数に着目する学習の後に字習する。

(3) 教木オの核となる部分の分析

本単元は、 「偶数・奇数」 「公倍数」 「公約数」 「まとめ」 の4っに分かれている。 「偶数・奇数」 は、

児童にとって身近な数であり、 感覚的に捉えやすいのに対しで 「公イ吾数・公約数」 は児童にとって少

し遠い概念である。 そこでヽ 「公イ音数・公約数」 を中心に考えてい〈。

「公イ吾数・公糸毎数」 は、 前述の通り 「ある数を割り切れる」 を観点とした整数の部分集合である。

イ音数の概念は、 約数の概念に通ずる。 ゆえにヽ 「公イ普数」 を本単元の核として分析してい〈。

検定済みの 6 社の教科書の公イ吾数の指導にっいて整理 した (表 ー)。 6 社と もに、 現実的文脈の中で問

題を設定している。 現実の場面を数理イヒすることに重きを置いていることがわかる。

数字はヽ ー社が 「2 と 3」 を選択している。 5社が 「3 と 4」 を選択している。 「2 と 3」 は、 最小公倍

数が 6 で一番小さ 〈 、 簡単に′ヽイ吾数を発見する こ とができ る。 「3 と 4」 は、 最小公イ音数が ー2 で、 両者

をかけると出て〈る数字である。 最小公イ音数までに必要な〒予程が 「2 と 3」 より多い。 従って、 数字の

難易度はヽ 「2 と 3」 が簡単で 「3 と 4」 は難しい。

啓林館と学校図書は、 ダンスやパチンナンバーゲームの場面を設定し、 現実の中で起こ り う る状況

の数理イヒを志向 している。 啓木木館は、 組み替えの文脈を設定し、 児童が考えざるを得ない状況を設定

している。 学校図書は、 パチンナンバーゲームという児童にとって楽しい問題状況の中で、 2 つのグ

ループが同時になる偶然に着目 し、 事象を数理イヒする よ う促している点が特『致的である。

本単元の 目標である 「数の構成にっいて考察した り する と と もに、 日 常生活に生かすこ と。 (文部科

学省20ー7 p.234)」 の実現のためには、 やはり 日常生活を数理イヒし、 問題を解決する問題状況設定が

必須である こ とがわかる。

各ネ土で、 苦慮している点があった。 一っは指導する用語が多いことである。 「イ音数、 公イ音数ヽ 最小公

イ吾数」 を ー 時間で指導しよ う と している教禾斗書会社が多い。 問題を出し、 角早決過程で児童の活動を止

表 1 検定済み教禾斗書 6 社の公 音数に関わ る整理 中
啓林館 大日本醒 日本文教出版 学校図書 示譜 教育出版

問 3人ー組で、ダン ーふ〈ろ3個入りの① たて2cm、横3① バチンナンバー① ーふ〈ろ3本入り ーふ〈ろ3本入りの
題 スをするときの人パンと、 ーふ<ろ4個 cmの色板をすき を3に決めました。 のえん筆と ーふく ソーセージと、 ーふく

数を調べま しょ う。
③ ダンスで、 3 人] 入りのコロツケを、 そ

れぞれ何ふ〈 ろか買

ま な 〈 な らべてい

ます。 ならべた色板
手をたた〈数はど

んな数になるか考

ろ 4 本入りのキャ
ツプが売られてい

ろ 4本入りのパンを、
それぞれ何ふ〈 ろか

組から 4人 ー 組にいます。パンとコロッ のたてと横の長さ えましょう。 ます。それぞれを何買って、 ソーセージと

組みかえをします。ケの数が等し〈なる について調べまし② パチンナンバー ふ〈ろか買つて、数パンの数が等し〈な

全部で何人のときのは、何個のときか調 ょう。 ゲームで、Aグルー が等し〈なるようるときの本数を求め
に、 組みかえがう ま
〈いきますか。

べましよう。 ② ①の色板をたて
と横にしきっめて

正方形をつ〈 りま
す。正方形ができる
とき、 ー辺の長さは
どんな数で表され
ることになります

か。

プは 3 の倍数のと

きに手をたたき、 B
グループは 4 の倍

数のと きに手をた

た き ます。 実際にバ
チンナンバーゲー

ムをして、気づいた
こ とを話し合いま

しょう。

に します。 えん筆と
キヤ ツ プの数が等

し〈なるのは、何本
のと きか調べま し
よう。

ましよう。

・ 数直線
~ べン図 ・ 数直線

・べン図

・表
・数直線
・ べン図

・表~数とイラスト

・数直線
・ 数直線
・べン図

・ ペン図

・数直線
・ べン図
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め、 イ音数を導入し、 解決後に′ヽイ音数を導入。 まとめ部分で公イ音数を導入している。 イ音数にー時問 公

イ/jヽ公イ音数にー時問を酉己当し、 この難しさを角早消しようとしている教禾斗書もある。

最大公約数や最小公イ音数を 「形式的に求めることに偏ることな〈、 具体的な場面に即して取り扱う

もの とする。 (文部科鞘 2017 p. 234)J と ある こ と から、 「具体的な場面尋数への着目尋数理的に処

理」 という学習にすることが望ましい。 問題場面は、 学校図書のようなゲーム汗彡式の問題場面とし、

数字にっいては、 3 と4を採用することとした。 指導すべき単語にっいては、 ー時問で無理に指導しな

いよ 5 にする こ と で、 数理的な処理のよ さ を児童に味わわせたい と考えた。

(4) 対象とする児童の実態

本研究の対象児童は、 どの学習にも意欲的である。算数禾斗の学習に〇いては、力ロ配教員の支援の元、

少人数指導に よ る き め糸田ゃかな指導を普段か ら行つ Tb  ヽ た。 着実に成果は上がつ てお り 、 与え られた

課題に王員が真面目に取り糸且むことができる学習集団となった。 そして、 問題状況から自ら課題を設

定する体験を繰り返すことで、 学習を主イ本的に進めようとする子が増えてきていた。 ーCT 機器ヘの親

和性が高〈ヽ 一人一台のクロームブックの環境の基、 簡単なスライ ド作りやタイピング練習などに、

休み時問にも自主的に取り糸且む児童が多い。

一方で、 算数科の学習に苦手意識をもり児童が多〈、 教科アンケー卜では、 算数禾斗を苦手と答えた

児童が一番多かった。 そして、 本単元の要旨である問題場面の数理イヒの経験も不足している。 算数科

の苦手意識を払拭し、 本単元の学習を児童が学ぴたいと原頁う仕掛けが必`要であった。

(5) 学習計画の立案

これまでの分析を元に、 単元を4りのユ二ッ卜に分けた。 UNITl で偶数と奇数について指導した。

UNITZ では、 現実のゲ}ム場面を設定从 数字の関係に着目してい〈ようにイ足すこととした。 学習の

中でイ音数を導入することとした。沈時に公イ音数と最社ヽ公イ音数を導入することとした。同様にしてUNーT3
では、 約数、 公約数、 最大公約数の順に指導することとした。 素数にっいては、 ー 時問を配当して導

入する。 剛H4は、 学習のまとめである。 本研究では特にUnit2 を扱っていく。 倍数の指導にあたっ

ては、 前述のようにヽ 数操作を形式的に行うのではな〈、 具体的揚面に即して学習を展開させる。 「具

体的な場面尋数への着目尋数理的に処理」 のような学習構成にして問題場面を設定する必ヽ要がある。

そこで、 学校図書のパチンナンバーを参考に、 3 回目に当たりの出る丿レーレットゲームを筆者がス

ク ラ ツチで作成し、 一人一人の児童がク ロームブツ ク で操イ信でき る よ 5 に した。 ゲ}ムを何度か繰 り

返す内に、3回目に当たりが出ることに児童は気イ寸〈ようにした。 これを契機として倍数を導入した。

公イ音数の学習では、 3回目に当たりの出るルーレッ 卜ゲームと 4回目に当たりの出るルーレッ トゲ

ームを用意し、 同時に当たりが出る回を予想し、 その根拠を示すように児童に投げかけた。 児童は、

表に表 した り 、 数直線に表 した り 、 数字を横に列記した り しなが ら、 倍数同士の関係に氣付〈 よ 5 に

した。 また、 最小公イ音数である ー2 に髑帯着し、 ー2ヽ 24、 36回目に当たりが重なることにも児童は気イ寸

〈 よ 5 に した。
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3. 授業実践

(1) 9月22日 (水) 第]時の様子

突然ですが' 今 ,sィ`璽〟?〟r"鱒L~〈‥ mm: 伽 耐
求められている力 理由を呪明してね'
知つていますか? 鵬 〝 〝〝

説明
説明力が必要!

図4 WA
単元冒頭で、 全国学力・ 子習状況胴査の近年の門題と碩門を紹今し 算数に おいても、 理由を説明

することか重要であることを児童と共有した。 第ー時は、 試希予回数か偶数時 こ当たり、 奇数時 こ外れ

のル】レッ トをパワ】ポイン トとスクラッチで児童 こ提示した〈図 4)。 児童プ」ちは、 ルーレツ トゲ]
ムを遊びヽ 「ー回目、 3回目ヽ 5回目は外れだ ! 」 「2回目、 4回目、 6回目 は当たりだ」 等ヽ ルールに気付

きだした。 そこで、 「2。 回目は当たり ?外れ?理由を説明してね‥ と本時の問題を提示した。 児童

は、 すぐに 20Efib i i ’ l f cwf ‘ké lkb ififimtfi ‘  説明するナこめ響こしヽ〈りカゝの方シ去で取り糸且んナ萱。

なお、 図5のように、 授業中は丿}ト、 筆記用具とクロ}ムプツクが机上にありヽ 必要に応じてク

ロ】ムブツクでル】レツ トゲ〕ムをしながら学習を進めるよ う こ促した。 児童の解決方略は、 「表」 「全

ての数の書き出し」 「2 こ着目して数式で表現。 20+ 2:10 など」 「数直線」 の4っであった。 児童か考

えを表現したミニボードか黒‡反に ーー個貼られた。 そして 自刀‥の考えと近しヽもの欝こネ}ムカ ドを児

童たちが貼りた。

全イ本交流場面では 、 「①考えがよい、 ②わからない、 ③同じ考えがある」 の観点で、 話し合い、 36名
全員か発言 して考えを分ヽ類した り、 価値づ欝けた り した。 筆者 お 』童の発言 合わせてミ ニボー ドを動

かしたり板書したり、 補助発問をしたり した。 話し合いの結果、 表と全ての数の書き出しは、 「表」 と

して分類。 2でわったりかけたり しているものは 「わる」 と分類。 数直線のあるものは、 「数直線」 と

分類された。 「③同 じ考えがある」 の発言が30件、 「①考えがよい」 はー0件。 「②わからない」 は発言

がなかった。 最終的に、 偶数と奇数を筆者から導入した。 授業の最後に、 本学習の振り返りをノー

卜 に記入する よ う 促 しヽ 筆者に提出 させた。

図 5 第ー時の様学 図6 第ー時の板書
(2) 9月 24 El (金) 第2時の様子

第ー時後に、 丿レ}レットゲ}ムを休み日寺問にも遊びたいという児童の要望が多カ】ったのでヽ 許可し



������

た と こ ろ、 半数の児童が休み時間にルーレツ ト ゲ}ムに興じていた。 そこで、 第 2 時の丿レー レツ トゲ

ーム瞥ま事前雛こ酉己布 した。 36 名 中 26 名の児童が授業前に第 2 時のルー レ ッ ト ゲ【ムで遊んでし ヽ た。

〕 ' ' 」の当ナ二L」ーま何回目? _次の当たりは何回目?

“x xOxxOx . . .  " x x xOxx xOx . . .  Q3
図7 第2時の導入 図8 第2時の適用題

第 2 時は、 3 の倍数で当たり が出るルーレツ トゲ】ムである。 パワーポイン ト とスク ラ ツチで学習

問題を提示した (図 7)o 児童の解決方略は、 「表」 「数直線」 r3  でわる」 の 3〇であった。 全体交流はヽ

第ー時同様 「①考えがよい、 ②わからない、 ③同 じ考えがある」 の観点で話し合った。 「③同 じ考えが

ある」 から話し合いを始めた。 考えの分類はすぐに終わり、 「①考えがよい」 にっいての発言が多〈な

った。 「表」 にっいてはヽ 「当たりの回数が見やすい」 「答えを口で強調しているのがよい」 などの意見

の
3つの作戦があったね !

が出された。 「数直線」 については、 図で表現されていて見やすいという趣旨の意見が出された。 「3で
わる」 にっいては、 「②わからない」 固 」哺蝿州麒 ′ ・ “

④ 瑠峡貌洲蠍 ~ 「
と して 「口十3=A」 を説明するよ う

児童から要記月かあった。 「3 でわる」

を選択した児童か 「3、 6、 9、 ー2 が当 ー
たりで、 全部3で割り切れる」 と説

明 した。 最終的な板書は図 9 のよ 5 ~
になつた。

全体交流後、 イ音数にっいて筆者が説明 し、 4 の{音数のルーレッ トゲームを適用問題と した。 最後に、

本学習の振り返り を丿ー 卜 こ記入するよ う促し、 筆者 こ提出させた。 ノー トの記述 こっいて鬱はヽ 後で

ま と めて考察するがヽ 算数か楽しい と害〈 児童が と ても多〈 な り 、 もつ と複雑な問題を解きたいとい

う記述も見られるよ 5 こ蝿より、 吹のゲームも楽しみだという 内容も見られるよ 5 になった。

(3) 9月 27 日 (月) 第3時の様子

MI:  W. 当たりになるのは何回目? 同時に当たりになるのは何回目?.1511.“ “ `」`,呼繭犀膚柳縄 帯儡滞‥儡「〝鵠箒鵠‥ 与禍門團關燗阻圓 ⑪瞰丑峨阿鞭

~ 図9 第 2時の学羽の様子

表 数事績一 わる ー23456?8 ワ 1 '3" . ”
さ雇隼鬱茎義菖奪奮〕 1—“ どの方法で脱勇しますか ?

図 ー0 第 3 時の導入 図 ーー 第3 時の適用題

第 2 時同様・ 第 3 時のルー レ ッ ト ゲーム も事前に配布 した。 赤い球のルー レ ッ ト は 3 の倍数。 青い
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球の丿レ}レツト雛4のイ音数で当ナこり響こ拷よる2っの丿レーレツトカ萱同日寺璽こ当ナこり鵠こプよるところを当てる公

イ音数の問題である。 雛ま豫葦全ての児童ヵ萱イ木み囁寺F日『誰こ丿レーレツ トゲ}ムで遊んでいた。 2 っのル}レツ ト

が登場するため、 「難しい !」 とイ可度もイ可度も試『了する様子が見られた。

第3時も授業冒頭 こノヾワーポイントとスクラッチで学習問題を提示した (図 ー0)。 「かけ算 (3X4
4X3)」 「わり算 (12+ 3、 12+ 4)」 「表」 「数直線」 「倍数」 の5りの角牛決方略か出された。 全イ本交伽は

朋時と同じよ フ こ 「①考えかとてもよい、 ②わからない、 ③ミニボ】 ト`同士か同じである」 の観点で、

話し合った。 「③ミニバー ド同士が同じである」 の話し合いの結果、 図ー2のよう こ, 「かけわり」 「表

作戦」 「数直線」 「倍数」 の4つに^類された。 ′ヽ類の際蝿こま、 黒‡反上のミニボ}ド魁冨童たち こ動か

すよう促したところ、 「かけ算」 と 「わり算」 は逆 こ考えると同じなので一 〇 こまとめるという考えに

至つた。

_ 腎ざ丿「 馨⼆甕轟m =i・椰 "'"募縄 _ 3と4の共遣な憤撃

図 12 第 3 時の板書

「①考えがとてもよい」 では、 「表作戦」 にりいては答えがす燗に分カかるし、 分かりやすいという意

見が多〈出された。 「②わからない」 ではヽ 「かけわり」 と 「倍数」 か分からないので、 もつと説明し

てほしいという意見が出された。

「かけわり」 は、 「なぜ数式で表すのか分からない」 「よさがわからない」 という質問に対し、 「赤玉

と青玉の当た り を全部かけ算で表せる」 「かけ算で表すと表のよ う に全部を書き出さな〈 ても当た り

がわかる」 という趣旨の説明がなされた。 質問者は、 納得できた様子だった。 むしろ、 ー2 回目以降の

当たりを調べる際に、 便利だという趣旨の意見が出されヽ 表ではな〈て数式に してみよう と思 つたと

いう意見も出された。

「倍数」 に〇いては、 関係をべン図で表現したものだった。 多くのー 見童か説明を聞いても分ヽ からな

い様子だつたので、 筆者か予め用意していたハワーポイ ン 卜で 3 と 4 の倍数の関係を図で表 したもの

であることと、 べン図という名前であることを説明 した (図ー3)。 そして、 公イ音数について導入した。

その後、 「赤玉と青 玉か、 ー2 回目の吹に同囁寺に当たりになるのはイ可回目?」 という問題を適用問題

として提示した (図 ーー)。 授業の最後に、 本学習の振り返りを丿}トに言己入するようイ足し、 筆者に提

出させた。
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4. 授業考察とまとめ

本実践は、 「児童の学びたい」 を生み出す授業を目指していた。 授業の様子やノートなどから本実践

を考察する。

(ー) 児童の発言やノートから

第ー時にはヽ 「表」 が支配的で、 数式で表す児童は少数派でヽ 全イ本交流は練り合うというより、 褒め

合って終わる内容であった。 自力追究、 話し合いによる分類で手一杯といった様子であった。 第2時
はヽ 「②わからない」 の発言がなされ、 数学的な話し合いになった。 「もつと分かりたい」 「分かるよう

になりたい」 という思いの高まり うかがえる。 休み時問にルーレッ卜ゲームで遊んでいたため、 「算数

だ ! J と身構える こ と なく 授業へ臨むこ とができたこ と も大きいよ う だ。 第 3 時は、 「②わからない」

からの解明が授業の主となり、 数式の合理′性や便利さが言及されるなど 数学的な言言吾字舌動による練

り合いの言舌し合いがなされるようになった。 児童同士の話し合いの結果、 友達の考えを理角早し、 自分

なりに説明を書いている様子が見られた (図 ー6)。 倍数同士の関係をべン図で表したものは、 児童に

とっては非常に〈かりづらいものである。 昭和40年代の算数・数学教育現イ裁イヒの際には, 集合の考え

が重視されたが, 小学校で集合の考え方を使って包摂関係を学習することの難しさが指摘されていた

〈山本忠 2020)。 このように集合概念は小学生にとって難しい概念であるが、 児童同士の話し合いの

結果、 児童の概念が更新されたのである。

更に、 筆者のコ〕デイネ】トの基、 数学的な活動を楽しむ姿が見られた。 公イ吾数やイ音数に興味をも

ち、 もっと調べたいという感想 (図 ー7) ゃ、 公倍数はもりとた〈 さんあるはずだと予誰昂する記述をす

る児童もいた (図 ー8)。 数学的な本質的な問いをもちヽ もっと学ぴたいという姿が見られた。 授業が

楽しいと感想を書〈児童も多〈なり、 児童の算数に対するマイナスの感情が小さくなったことがわか

る。 I 掌‡二'」二甦 .1‘

“ 図ー7 児童のノート② のノート

(2) 児童の姿から考察

本学級の児童は、 前述の通り、 算数に苦 意識を感じている児童が多〈 、 「算数=面白〈 ない」 と考

えている児童が多かった。 本実践では、 スクラツチ響こよるFロ『題揚面の導入を千テっナこ。 ゲ】ム形式の問
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題場面であることから、 休み時問にもルーレッ 卜ゲームに興じる姿が見られ、 終始楽しそうに学習す

る姿が印象的であった。 参観された前担任の先生は、 「~さんが、 あんなに楽しそ う に授業をしている

のを初めてみた。」 と授業後の感想を話していた。

授業後、 スクラッチを自分でイ芋ってみたいと話す)見童が多〈おり、 ネ土会科や総合的な学習の時問に

スクラッチによるクイズゲームを取り入れた学習をこの後、 展開した。 算数科の学ぴから他教禾斗や日

常生活に広がつていった。

(3) まとめ

本研究では、 図 2 の授業設計モデ丿レに基づき、 小学校 5 年生の算数科の 「整数の性質」 について 「児

童の学びたい」 を引き出すよう授業設計を行った。 授業木蕁想の意図と 授業実践による児童の友容の

様相に〇いて記述 し、 考察する こ と を 目的と していた。

スクラッチによる問題提示、 ミニボードによる話し合いを通してヽ 児童の算数への苦手意識を軽減

し、 算数科の授業を楽し〈学習ずる様子が見られた。 数学的な概念の更新や本質的な問いをもつ児童

の姿が見られるなど、 一定の成果があったと考えられる。 しかし、 本研究は授業者が授業映像や)見童

のノ } 卜 を基にヽ 主観的に振 り 返つたものである こ と 、 新型コ ロナウイルスの影響下であつたため、

参観者が少な〈記録映像が、 ビデオしかない等、 分析方法に課題がある。 今後、 複数の参観者や研究

者との対話的リフレクシヨンなど、 研究の客観′性を高めるようにしていきたしヽ。

本研究は、 第59回、 第60回下中科学研究助成の基、 研究を進めています。
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